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２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
４
に
規
定
す
る
協
議
に
よ
り
両
締
約
国
が
合
意
し
た
遵
守
の
基
準
を
満
た
す
貿
易
業

者
に
つ
い
て
は
、
関
税
上
の
特
恵
待
遇
の
一
時
的
な
停
止
を
適
用
し
な
い
。

４

２
に
規
定
す
る
認
定
を
行
っ
た
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
こ
の
４
に
規
定
す
る
協
議
の
開
始
を
正
当

な
も
の
と
す
る
た
め
の
十
分
な
情
報（
２
⒜
及
び
⒝
の
規
定
に
関
連
す
る
重
要
な
事
実
の
概
要
を
含
む
。）を
付
し
て
、

当
該
認
定
を
不
当
に
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
通
報
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
両
締
約
国
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

解
決
を
得
る
こ
と
並
び
に
こ
の
協
定
及
び
関
連
す
る
関
税
法
令
に
定
め
る
要
件
に
関
す
る
遵
守
の
基
準
に
合
意
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
物
品
の
貿
易
に
関
す
る
専
門
委
員
会
に
お
い
て
他
方
の
締
約
国
と
の
協
議
を
開
始
す
る
。

５

２
に
規
定
す
る
認
定
を
行
っ
た
締
約
国
は
、
最
終
決
定
を
行
う
前
に
、
全
て
の
利
害
関
係
者
に
対
し
、
関
税
上
の

特
恵
待
遇
の
一
時
的
な
停
止
を
適
用
す
る
意
図
を
通
知
し
、
及
び
当
該
利
害
関
係
者
が
自
己
の
利
益
を
擁
護
す
る
た

め
の
十
分
な
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
当
該
一
時
的
な
停
止
は
、
利
害
関
係
者
が
当
該
認
定
を
行
っ

た
締
約
国
に
対
し
２
⒜
に
規
定
す
る
組
織
的
な
違
反
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
を
客
観
的
か
つ
十
分
に
証
明
す
る
場

合
に
は
、
当
該
利
害
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

６

２
に
規
定
す
る
認
定
を
行
っ
た
締
約
国
は
、
４
及
び
５
に
規
定
す
る
手
続
の
後
、
両
締
約
国
が
４
に
規
定
す
る
通

報
か
ら
六
箇
月
以
内
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
解
決
に
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
３
に
定

め
る
例
外
に
妥
当
な
考
慮
を
払
い
つ
つ
、
関
係
す
る
産
品
に
つ
い
て
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
関
税
上
の
特
恵
待
遇
を

一
時
的
に
停
止
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
時
的
な
停
止
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
不
当
に

遅
滞
す
る
こ
と
な
く
通
報
す
る
。

７

関
税
上
の
特
恵
待
遇
の
一
時
的
な
停
止
は
、
違
反
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間（
六
箇
月
を
超
え
な
い
も
の
）

に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。
一
方
の
締
約
国
は
、
当
該
一
時
的
な
停
止
の
終
了
に
当
た
り
当
初
の
一
時
的
な
停
止
の

原
因
と
な
っ
た
状
況
が
継
続
し
て
い
る
と
認
定
し
た
場
合
に
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
更
新
を
正
当
な
も
の
と
す

る
た
め
の
十
分
な
情
報
を
付
し
て
当
該
認
定
を
通
報
し
た
後
に
、
当
該
一
時
的
な
停
止
を
更
新
す
る
こ
と
を
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
関
税
上
の
特
恵
待
遇
の
い
か
な
る
一
時
的
な
停
止
も
、
当
初
の
一
時
的
な
停
止
が
行
わ
れ
た
日

か
ら
二
年
以
内
に
終
了
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
当
初
の
一
時
的
な
停
止
の
原
因
と
な
っ
た
状
況
が
そ
れ
ぞ
れ
の
更
新
の

期
間
の
終
了
に
当
た
り
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
物
品
の
貿
易
に
関
す
る
専
門
委
員
会
に
対
し
て
証
明
さ
れ
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

８

適
用
さ
れ
た
関
税
上
の
特
恵
待
遇
の
一
時
的
な
停
止
は
、
物
品
の
貿
易
に
関
す
る
専
門
委
員
会
に
お
い
て
定
期
的

な
協
議
に
付
す
る
も
の
と
す
る
。

９

２
又
は
７
に
規
定
す
る
認
定
を
行
っ
た
締
約
国
は
、
自
国
の
内
部
手
続
に
従
っ
て
、
４
か
ら
７
ま
で
に
規
定
す
る

関
税
上
の
特
恵
待
遇
の
一
時
的
な
停
止
に
関
す
る
通
報
及
び
決
定
に
つ
い
て
の
輸
入
者
に
対
す
る
通
知
を
公
表
す

る
。

10

３
に
規
定
す
る
貿
易
業
者
以
外
の
貿
易
業
者
及
び
５
に
規
定
す
る
利
害
関
係
者
以
外
の
貿
易
業
者
が
、
２
又
は
７

に
規
定
す
る
認
定
を
行
っ
た
締
約
国
に
対
し
、
２
⒜
に
規
定
す
る
組
織
的
な
違
反
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
を
客
観

的
か
つ
十
分
に
証
明
す
る
場
合
に
は
、
当
該
貿
易
業
者
に
対
し
て
関
税
上
の
特
恵
待
遇
の
一
時
的
な
停
止
を
適
用
し

て
は
な
ら
な
い
。

11

こ
の
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
貿
易
業
者
又
は
利
害
関
係
者
が
、
２
又
は
７
に
規
定
す
る
認
定
を
行
っ
た
締
約
国

に
対
し
、
当
該
締
約
国
の
法
令
に
従
い
６
に
定
め
る
措
置
に
よ
り
違
法
に
被
っ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
・
三
十
四
条

物
品
の
貿
易
に
関
す
る
専
門
委
員
会

１

第
二
十
二
・
三
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
物
品
の
貿
易
に
関
す
る
専
門
委
員
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
専
門
委
員
会
」
と
い
う
。）は
、
こ
の
章
の
規
定
の
効
果
的
な
実
施
及
び
運
用
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

２

専
門
委
員
会
は
、
次
の
任
務
を
有
す
る
。

⒜

こ
の
章
の
規
定
の
実
施
及
び
運
用
に
つ
い
て
検
討
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
監
視
を
行
う
こ
と
。

⒝

合
同
委
員
会
に
対
し
て
専
門
委
員
会
の
所
見
を
報
告
す
る
こ
と
。

⒞

合
同
委
員
会
が
第
二
十
二
・
一
条
５
⒝
の
規
定
に
基
づ
い
て
委
任
す
る
他
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
。

３

専
門
委
員
会
は
、
両
締
約
国
の
代
表
者
が
合
意
す
る
時
期
及
び
場
所
に
お
い
て
又
は
手
段
に
よ
っ
て
会
合
を
開
催

す
る
。

第
二
・
三
十
五
条

ぶ
ど
う
酒
に
関
す
る
作
業
部
会

１

第
二
十
二
・
四
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
ぶ
ど
う
酒
に
関
す
る
作
業
部
会
は
、
前
節
及
び
附
属
書
二

Ｅ
の
規
定
の
効
果
的
な
実
施
及
び
運
用
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

２

ぶ
ど
う
酒
に
関
す
る
作
業
部
会
は
、
次
の
任
務
を
有
す
る
。

⒜

第
二
・
二
十
八
条
２
に
規
定
す
る
自
己
証
明
に
関
す
る
方
法
を
採
択
す
る
こ
と
。

⒝

第
二
・
二
十
五
条
か
ら
第
二
・
二
十
九
条
ま
で
の
規
定
の
実
施
を
監
視
す
る
こ
と
（
同
条
の
規
定
に
基
づ
く
検

討
及
び
協
議
を
含
む
。）。

⒞

附
属
書
二

Ｅ
の
改
正
を
検
討
し
、
及
び
そ
の
改
正
に
関
す
る
決
定
の
採
択
に
つ
い
て
合
同
委
員
会
に
勧
告
を

行
う
こ
と
。

３

ぶ
ど
う
酒
に
関
す
る
作
業
部
会
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
そ
の
第
一
回
会
合
を
開
催
す
る
。

第
三
章

原
産
地
規
則
及
び
原
産
地
手
続

第
Ａ
節

原
産
地
規
則

第
三
・
一
条

定
義

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、

⒜

「
養
殖
」
と
は
、
成
育
又
は
成
長
の
過
程
に
お
い
て
生
産
を
高
め
る
た
め
の
関
与
（
通
常
の
備
蓄
、
給
餌
、
捕

食
生
物
か
ら
の
保
護
等
）
に
よ
り
、
種
苗
（
卵
、
稚
魚
、
幼
魚
、
幼
生
、
小
魚
そ
の
他
幼
生
期
の
後
も
成
魚
で
は

な
い
魚
等
）
か
ら
水
生
生
物
（
魚
、
軟
体
動
物
、
甲
殻
類
そ
の
他
水
棲
無
脊
椎
動
物
及
び
水
生
植
物
を
含
む
。）を

飼
養
す
る
こ
と
を
い
う
。

⒝

「
貨
物
」
と
は
、
一
の
輸
出
者
か
ら
一
の
荷
受
人
に
同
時
に
送
付
さ
れ
る
産
品
又
は
一
の
輸
出
者
か
ら
一
の
荷

受
人
へ
の
輸
送
を
扱
う
単
一
の
運
送
書
類
（
そ
の
よ
う
な
書
類
が
な
い
場
合
に
は
、
単
一
の
仕
入
書
）
の
対
象
と

な
る
産
品
を
い
う
。

⒞

「
輸
出
者
」
と
は
、
締
約
国
に
所
在
す
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
締
約
国
の
法
令
に
定
め
る
要
件
に
従
い
、
原
産

品
を
輸
出
し
、
又
は
生
産
す
る
も
の
（
原
産
地
に
関
す
る
申
告
を
作
成
す
る
者
に
限
る
。）を
い
う
。

⒟

「
輸
入
者
」
と
は
、
原
産
品
を
輸
入
す
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
原
産
品
に
つ
い
て
関
税
上
の
特
恵
待
遇
を
要
求

す
る
も
の
を
い
う
。

⒠

「
材
料
」
と
は
、
物
又
は
物
質
で
あ
っ
て
、
産
品
の
生
産
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
も
の
（
構
成
要
素
、
成
分
、

原
材
料
及
び
部
品
を
含
む
。）を
い
う
。

⒡

「
非
原
産
材
料
」
と
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
従
っ
て
原
産
品
と
さ
れ
な
い
材
料
（
原
産
品
と
し
て
の
資
格
を
決

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
材
料
を
含
む
。）を
い
う
。

⒢

「
関
税
上
の
特
恵
待
遇
」
と
は
、
第
二
・
八
条
１
の
規
定
に
従
っ
て
原
産
品
に
つ
い
て
適
用
す
る
関
税
率
を
い

う
。

⒣

「
産
品
」
と
は
、
生
産
に
よ
っ
て
生
ず
る
物
又
は
物
質
（
他
の
産
品
を
生
産
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
の
使
用

を
目
的
と
す
る
も
の
を
含
む
。）を
い
い
、
前
章
に
規
定
す
る
産
品
を
い
う
も
の
と
了
解
す
る
。

⒤

「
生
産
」
と
は
、
全
て
の
種
類
の
作
業
又
は
加
工
を
い
い
、
組
立
て
を
含
む
。


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